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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
戦後、日本の流通は高度成長期以降、大きく変化した。その流れを牽引したのはアメリカのＳＳＤＤＳ（Self 
-Service D scount Department Store）をモデルとしながらも、食料品から衣料品、家具・什器にいたるまで、
家庭生活用品を総合的に取り扱う小売業として、日本で独自の成長を遂げた総合スーパーであった。しかし、
その総合スーパーも、1990年代後半からは、マイカルやダイエーの破綻に象徴されるように、業態としての転
換期を迎えている。その中で、グローバル10を目指して躍進を続けているのがイオングループである。本論文
は、このイオングループの中核をなすジャスコの誕生から今日に至るまでの軌跡をたどりながら、総合スーパ
ーの経営革新過程を分析したものである。 
 論文は、本文５章の他、序章と終章から構成されている。まず序章では、近年におけるイオンの急成長を確
認した後、先行研究のレビューを通して、イオンが出店、業態、人材、商品調達の４つの点で競合他社とは異
なった独自の戦略を採用してことを確認する。 
 第１章では、これらを分析する前提として、戦後日本における流通革新の発生基盤と条件を検討し、消費財
産業における大量生産体制の確立と大量消費時代の到来を確認する。これらを実現するためにはそれに見合っ
た流通体制の整備が必要であったが、それが革新的経営者に挑戦の舞台を準備したのである。 
 第２章では、イオンの出店戦略の原型が、特に業界のトップを走ったダイエーとの比較を通して分析される。
ローカルスーパーの合併によって1969年に誕生したジャスコは、圧倒的勢力を誇るダイエーとは対照的に、地
方の小都市への出店と地方の有力スーパーとの合併による連邦制経営によってその基盤の確立を図る。その過
程で、不採算店や店舗拡大が困難な店舗については積極的に閉鎖した。 
 第３章では、ジャスコの業態開発過程が分析される。総合スーパーの他に、食品スーパー、ドラッグストア、
コンビニエンスストア、専門店、ディスカウントストアなどの業態に進出するが、ほぼ一貫して本業としての
小売業に集中しており、そこでは独自の開発だけではなく、合併や連携を通した多様な形式が採用された。 
 第４章では、人材育成戦略が分析される。合併企業として出発したジャスコは人事の公平性を確保するため、
早くから社内に人事登用制度を導入し、社内教育に力を入れた。それは後にパートタイマーにまで及ぶが、こ
れらが地方の有力スーパーがジャスコとの合併を受け入れる条件ともなった。 
 第５章では、イオンが21世紀に入って表明した「グローバル10」とそのための総合的な戦略の再検討が分
析される。その中で、特にグローバル化に伴う商品調達戦略の転換が、直接取引の構築と物流新体制の構築に
焦点を当てて分析される。 
 終章では、以上の分析を受けて、イオンが集中と分権を巧みに組合せ、地域に密着した連邦制システムや人
間的共存共栄を図ることなどで、競争優位のバランスを備えてきたと総括し、それがグローバルリテーラーと
の競争に耐えうる体質を確立したと主張する。 
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 本論文は、業態革新を内から捉えることを重視するあまり、対象を相対化する視点が弱く、また近年のイオ
ンを支えるショッピングセンター開発についても十分に分析されていない、連邦制経営を掲げたかつてのジャ
スコと近年のイオンとの戦略的連続性の位置づけが不明確であるなど、いくつかの課題を残しているが、総合
スーパーの中でもローカルベースで発展した企業が経営資源を蓄積し、グローバル企業へと成長する過程を総
合的に分析することによって、新たな業態の確立とその進化の過程を明らかにしたものと評価できる。 
 その点から、審査委員会は全員一致で、本論文が博士（商学）の学位に値するものと判断した。 
